
「成功・上達をほめること」「失敗を受け止めてあげること」に尽きます。 

承知のとおり子どもは成長途上であり、何より成長を促す人的環境が不可欠です。 

私は昭和生まれの昭和育ち。多くの人と交流し様々な体験を積み重ね育ちました。

「10 の内 8 叱られ 2 褒められ」のやんちゃな少年時代は私だけかもしれませんが。 

今思えば、あの頃の放課後、休日の体験が自分を逞しくし今があると確信します。 

では、今の子どもたちを昔と同じような環境下においたとき、私たち世代と同じよ

うな育ちができるでしょうか。答えは NO です。 

現代の子どもとりわけ園児、小学生には、かつて私たちには当たり前だった「空き

地で群れて遊ぶ」という体験がない(少ない)からです。また、外で群れて遊ぶ体験がな

い(少ない)時代に育ったいまの保護者世代は、我が子への体験の提供は少々困難です。 

大勢の異年齢集団の中で「リーダーシップ」「協力」「成功・失敗」「喧嘩」「友情」

「仲間意識」「どうしようもないことを知る経験」「怪我」「立ち直る力」「頼る・助け

る」「他人から叱られる」「謝る」「秘密基地」「泥まみれで遊ぶ」ほか様々な成功・失

敗体験を重ねる機会が昭和時代ほどない要因は、便利になった道具や生活環境です。 

アニメの中には、昭和時代の子ども社会を舞台にしたお話があります。ガキ大将を中

心にした集団、空き地の土管にガキ大将が鎮座し友達に指図、指図された友達は素直に従わ

ない、怒ったガキ大将は２人を追いまわす、仲間がピンチの時には皆で助けようとする、大人は

怖い存在、場面のほとんどが屋外・・・。今の子には新鮮に見えるでしょう。 

昔がよくて今はダメとは思いません。今の時代には昔なかった進んだ文化や技術が

あり、私たちの暮らしを豊かにしてくれています。 

今の子どもたちは早い時期から言葉や様々な物、多くの情報を手に入れ、豊富な知

識や高い技能が備わっています。一方で、逞しさに乏しい今の子どもに必要な成長の

促しとして、周囲の大人がやる気の出る言葉と表情でほめること、その時その時の

「ぼく」「わたし」を理解してあげること(これも言葉と表情で)が最良です。 

「きたえほめる」は重要な子育てキーワード。これが学校と家庭と地域で共に実践

できた時、この時代に生きる子どもはどう育つか。私たち大人が鍵を握ります。 

２１                                        

 

 

 
 

 ～文月(ふみづき)のいま・・・～ 
 蒸し暑さだけの 6月から、雨に見舞われる日が増える 7月になりました。梅雨明けまでしばら
く屋内生活中心の学校生活です。昼休みには、ピアノで興じる音と声がホールから聴こえます． 
毎朝、アーチ門で立哨する前では、多くのサーファーたちが波を相手に時を過ごしています。

夜明けからいるのでしょう。私が学校に着く頃、10～30人の波に浮かぶ姿を目にします。 
仕事の両立を巧みにこなし人生をより充実させる姿に、思わず目を奪われます。今の私は、

日々の学校生活で 45 人が少しずつ確実に成長する姿を見ながら、気持ちを充実させています。 
 7月を文月(ふみづき)といいます。昔、七夕には詩歌に興じ、涼しい夜風に当たり読書にいそ
しんだことからだそうです。そして現在、温暖化の影響かもしれませんが、水の事故が多いこの
季節、天気予報を毎日確認する習慣化も身に付けさせる必要があるようです。 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じぶんから みんなと いっしょうけんめい 

長崎市立外海黒崎小学校 
令和５年度学校だより 
令和５年７月６日(木) 
校長 溝 川  浩 

つ
み
か
さ
ね 

子ども 

き
た
え 

ほ
め
る 

大人 

お
知
ら
せ
・
お
願
い 

 

★
六
月
三
十
日
（
金
）
下
校
時
の
引
渡
に
つ
い
て 

 

怪
し
い
天
気
と
予
報
を
踏
ま
え
、
安
心
メ
ー
ル
で

保
護
者
任
意
の
引
渡
に
つ
い
て
ご
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
７
台
ほ
ど
の
車
迎
え
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
自

力
下
校
し
た
児
童
も
問
題
な
し
で
し
た
。
車
入
構
で

は
、
駐
車
・
待
機
す
る
場
所
の
変
更
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

引
渡
不
要
の
天
気
が
続
く
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で

す
。 

 
 ★

７
月
生
活
目
標
の
実
践
を
家
庭
で
も 

「
身
の
回
り
の
整
理
を
で
き
る
子
供
に
な
ろ
う
」

が
そ
れ
で
す
。
３
日
全
校
朝
会
で
教
頭
が
切
々
と
話

を
し
ま
し
た
。
最
近
、
落
と
し
物
、
忘
れ
物
が
と
て

も
気
に
な
り
ま
す
。「
あ
な
た
の
物
は
す
べ
て
親
が

与
え
て
く
れ
た
物
。
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
す
る
こ

と
で
示
そ
う
」
趣
旨
で
校
長
講
話
を
し
ま
し
た
。 

ご
自
宅
で
も
折
に
触
れ
ご
指
導
く
だ
さ
い
。 

 ★
教
材
等
の
集
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

 

出
費
が
多
い
時
期
で
す
。
１
学
期
に
こ
れ
ま
で
購

入
し
使
用
し
た
教
材
の
代
金
支
払
い
に
つ
き
ま
し

て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

担
任
発
行
の
学
級
通
信
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

★
県
警
メ
ー
ル
「
キ
ャ
ッ
チ
く
ん
」
登
録
に
つ
い
て 

 

こ
こ
最
近
、
三
重
地
区
、
周
辺
で
特
に
不
審
者
情

報
を
耳
に
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
や
ご
家
族
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
登
録
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。 

県
警H

P

に
入
っ
た
ら
登
録
で
き
る
便
利
な
情
報

ツ
ー
ル
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

★
傘
持
ち
帰
り
、
休
日
明
け
シ
ュ
ー
ズ
持
参
を 

 

傘
の
持
ち
帰
り
を
下
校
時
に
担
任
が
責
任
も
っ
て

指
導
し
ま
す
。
シ
ュ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
月
曜
日
に
忘

れ
ぬ
よ
う
必
ず
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。 

以前、集団登校、バス登校等に
ついてお願いをしましたところ、
今も望ましい登校の様子が確認で
きております。ご家庭での声掛
け、指導に感謝申しあげます。 
数人は、一人でバス通学をして

います。あっぱれです。 
徒歩通学においては、一人より

も複数で歩いた方が安全です。兄
弟、姉妹、姉弟は一緒に登校する
ようご家庭でご指導願います。 

安全安心な登校(お礼) 

～学校施設の補修状況(ほうこく)～ 
以前より懸案である体育館の雨漏

りですが、業者による調査の結果、
運動場側の２階窓枠隙間が原因との
ことです。 
改修に向けて準備を進めていま

す。 
長年にわたり雨風に耐え、放課後

や休日には社会体育、中学校部活に
愛用されている体育館です。全校的
な行事に体育館(正式＝屋内運動場)
は不可欠です。これからも大切に保
全に努めてまいります。 


